
令和5年 2月10日

令和4年度　社内監査（事業者自己評価）

一般社団法人　あまね

重症児デイルーム　AQUA

○就業中の職員で評価を行いました。

　１, よくできている。

　２, まだ改善の余地があり満足できていない。

　３, 改善の必要がある。

   ４, わからない

以上の4段階で評価しました。多数の職員が２・３と評価した

項目については、改めて改善に向けての対策を検討しました。

４と評価した項目については職員への実施状況を周知いたしました。

担当　一般社団法人あまね　　徳永　尚子



評価者

チェック項目

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係

上適切であるか
1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1

・利用する子どもが多い時は、スペースが少

し狭く感じることがある

2 職員の配置数は適切であるか 1 1 1 1 2 4 1 1 1 1 1 1 1

・自分の動きがまだわからないことが多く、

指示をもらって動く時もあり、職員の配置数

が適正なのか自分がそれを評価するまでに

至っていない

・基本的にしっかりと支援ができる体制であ

る。学校の長期休業中等、朝からの利用が多

い時にはもう少し人手があればより良いなと

感じることもある。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化

の配慮が適切になされている
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4
業務改善を進めるための PDCA  サイクル

（目標設定と振り返り）に、広く職員が参

加 しているか

2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 4

・いただくご意見を基に業務改善につなげて

いるつもりだが、受け入れ等に関しては人員

や定員等の都合もあり、全てお応えできてい

る状況ではないと思う

・入職して間もないためその機会をまだ把握

できていない

・業務改善についてその場で話をすることは

あるが、改めて振り返りの時間は取れていな

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア

ンケート調査を実施して保護者等の意向等

を把握し、業務改善につなげているか

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4

・いただくご意見を基に業務改善につなげて

いるつもりだが、受け入れ等に関しては人員

や定員等の都合もあり、全てお応えできてい

る状況ではないと思う

・そのことをまだどのようにされているのか

理解できていないため今後確認していきたい

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や

ホームページ等で公開しているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を

業務改善につなげているか
3 4 1 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1

・今年度は第三者による外部評価がなされて

いないと思われる。

第三者による外部評価がおこなわれている

か、わからない

・第三者による外部評価が今年度実施された

かどうか分からない

・第三者評価が実施できていなため、実施す

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機

会を確保しているか
1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

・シーティングやポジショニングなどの研修

もあれば良いなと思う
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改善すべき点を踏まえた改善内容又は改

善目標

グーグルクラスルームを使って全体研修を実施し

ており、各自も自ら研修を探して研修を受けるよ

うに促す

第三者による外部評価を今後受けるよう

にする

毎年、アンケートを実施しており意見を

把握しているので、新しいスタッフにも

情報共有を行う

日頃から計画に沿った支援を行い、振り

返りをしながら業務をするよう指導を継

続する、業務時間にばらつきがあるた

め、ラインを利用して振り返りに参加で

きるようにしている

配置基準以上のスタッフを配置してお

り、利用者が多い時は業務を分担して行

う

安全に支援行えるように活動場所、同線

を考える



評価者

チェック項目

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護

者のニーズや課題を客観的に分析した上通

所支援計画を作成しているか。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10
利用者の適応行動の状況を図るために、標

準化されたアセスメントツールを使用して

いるか

2 1 1 2 2 1 1 1 1 2 1 4 4

・まだ理解できていないため、使用しているアセスメントツー

ル等確認し、学習して使えるようにしたい

・アセスメントツールについて話し合う機会を作る

・アセスメントツールは用意していない。今後活用できるもの

があるならば検討してもよいかと思う。

・アセスメントツールの内容を見直す必要がある

・標準化されたツールは使用できていない

・標準化されたアセスメントツールの存在を知らない

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい

るか。
1 2 4 2 2 2 2 1 1 2 1 2 4

・おおむねできていると思うが、状況等により都度変わること

もあり、対応に関しては改善の余地はあるのではないかと思う

・チームで行うように心掛けているが、なかなか出来ていない

現状もあるのではないか？

・勤務し始めて間もないため、携わっていないのでどうなのか

わからない。

・具体的な機会にあたっていないため、今後把握していきたい

・イベント等は話し合って行う事が概ね出来ているが、日頃の

活動内容はなかなか話し合う時間が取れず、チームでは行って

いないことがある

・活動プログラムの立案については保育士を中心としながらも

様々な職員がアイデアを出している。チームでの立案が必ずし

も出来ているわけではない。

・その日のスタッフで話し合って決める事が多く、厳密なプロ

グラムの立案はできていない

・話し合う時間が業務の間の立ち話程度しかとれていない

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫し

ているか
1 2 4 2 2 2 1 1 1 4 2 2 1

・放課後の利用は時間も短く固定化していることが多いと思う

・活動が固定化してしまうことがあるため、子どもの興味やで

きることに対しての活動の幅を増やしていきたいと思う。

・勤務し始めて間もないため、携わっていないのでどうなのか

わからない。

・放課後の利用時間は短いために、固定している日が多い。

・活動プログラムは個々に応じた活動が中心であるが、活動の

幅が狭いところもある為もう少し様々な活動を取り入れること

ができると更に良いのではないかと思う。

・自分がプログラムの立案にあまり関われていないので分から

ない

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をき

め 細やかに設定して支援しているか
1 2 1 2 3 4 3 1 1 2 1 1 4

・課題を決めている部分もあるが、細やかには支援できていな

い部分もある

・出来ていない部分もあるため、今後は他職種と連携しながら

取り組んでいきたい

・その具体的な機会にあたっていないため、今後把握していき

たい

・課題を設定して支援しているが、細やかな設定が出来ていな

い事もある。

・個別支援計画での個々の課題はあるが、平日・休日等に応じ

た課題設定までは出来ていない。

・利用する日程に合わせた課題の設定はできていない
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月の行事は立案しているが、日々の活動

は利用者の状況を見て、前日に立案する

ようにする

障害特性に合わせたアセスメントツール

を使用している　データベースによる情

報収集を各担当で行うようにし、アセス

メントするようにする

改善すべき点を踏まえた改善内容又は改

善目標

個別審計画に沿って支援しているが、長

期休みはみんなで楽しめるような課題を

行うようにする

月の行事や制作は固定化しないように工

夫している　日々の活動は利用者に合わ

せてなるべく固定化しないようにする



14
利用者の状況に応じて、個別活動と集団活

動を適宜組み合わせて通所支援計画を作成

しているか

1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1
・個別支援計画としてその子の状況によっては個別と集団での

計画設定を行っている子もいるが、全利用者が出来ているわけ

ではない。

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、

その日行われる支援の内容や役割分担につ

いて確認しているか

2 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 2 2

情報はこまめにラインにあげるようにし、情報漏れがないよう

に、口頭でも勤務中もスタッフに声をかけるようにしている。

・始業時間が異なったり、送迎でそろわなかったりと全員での

打ち合わせは難しいが、変更内容やその日の体調、特記事項は

ラインに上げ、声掛けしあうなどで確認していく。

・私自身がその流れに乗れていないことがあり、気を付けて

やっていきたいと思っており、評価は難しい

・勤務時間、利用者の来所時間が違う為、必ずしも出来てはい

ないが、ラインで情報共有している。

・当日や前日の支援開始前の話し合いはできていない。勤務時

間・利用者の来所時間が重なり毎回の実施は難しいところもあ

ると思う。可能であるならば実施できると良いと思う。

・管理者がいない時も自分たちで確認をするようにしていく。

徐々にできるようにはなってきている。

・始業時間や利用者の来所時間がバラバラであり、支援開始前

に打ち合わせすることが難しい

・業務開始時間が個々で違うため確認しあう時間が少ない

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを

し、その日行われた支援の振り返りを行

い､気付いた点等を共有しているか

2 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 3 2

・終業時間が異なり、集まっての打ち合わせは出来ていない。

支援方法などは勤務時間内にその都度相談し、話し合って改善

するよう努めている。新たな支援はラインで共有するように努

めていく。

・私自身がその流れに乗れていないことがあり、気を付けて

やっていきたいと思っており、評価は難しい

・行ってはいるが、勤務時間もそれぞれで出来ていない状況も

多い。その日ではないが、職員の会議の際に振り返りを行って

いる。

・支援終了後の話し合いは出来ていない。振り返りができると

よいと思うが、勤務時間の事情もあるため現実的な難しさは課

題であると思う。

・短時間労働のスタッフとの振り返りが難しいので、ラインを

利用にて共有している。

・就業時間がバラバラであるため、支援後の振り返りをみんな

ですることが難しい

・支援終了の時間が個々で違うため立ち話程度しか話し合う時
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スタッフの業務時間が異なり、全員がそ

ろって打ち合わせが難しいため、ライン

を活用して確認している

スタッフの業務時間が異なる為、全員が

そろって打ち合わせが難しいため、ライ

ンを活用して確認している

利用者の状況に合わせて計画書を製作す

るようにする



評価者

チェック項目

17

日々の支援に関して正しく記録をとること

を徹底し、支援の検証・改善につなげてい

る

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

18
定期的にモニタリングを行い、支援計画の

見直しの必要性を判断しているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み

合わせて支援行っているか
1 1 1 1 3 4 4 1 4 1 1 1 4

・ガイドランを知識として知らない部分もある。今後学ぶ必要があ

り、努力していきたい。

・ガイドラインの理解が不十分なため、評価できるように理解して

いく予定

/・ガイドラインの基本活動を組み合わせた支援は出来ていない。

20
相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の利用者の状況に精通した最もふさわしい

者が参加しているか

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4

・ガイドランを知識として知らない部分もある。今後学ぶ必要があ

り、努力していきたい。

・その機会をまだ経験できていないため、今後この視点でみていき

たい

21

学校との情報共有(年間計画)・行事予定等

の交換、子供の下校時刻の確認等)連絡調

整(送迎時の対応、トラブル発生時の連絡)

を適切に行っているか

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

22

医療的ケアが必要な利用者を受け入れる場

合は、利用者の主治医等と連絡体制を整え

ている

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認

定こども園、児童発達支援事業所等との間

で情報共有と相互理解に努めているか

1 1 1 2 2 2 4 2 1 1 1 1 4

・関わっていない部分もあり、今後気をつけて見ていきたいと思う

・直接話し合いをする場はあまりなく、書類上や人伝い、両親に聞

いている状況なので、リモートや支援員さんとのつながりも大切に

していきたい。

・その機会をまだ十分経験できていない

・十分に出来ている部分もあるが、移行後の様子を伺ったり、現在

園と児発事業所を併用している子どもの情報共有がもっと気軽にで

きればと思う。

・引っ越し等により利用が開始した子の以前利用していた通所施設

での様子は保護者からの口頭確認のみの場合がある。転園先の通所

施設についても退所前情報共有の場の確保が出来ればと思う。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業

所から障害福祉サービス事業所等へ移行す

る場合、それまでの支援内容等の情報を提

供する等しているか

1 1 1 1 1 1 4 1 4 4 1 1 4 ・関わったことがないため分からない
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ガイドラインの周知を行い、支援を行う

ように指導した

改善すべき点を踏まえた改善内容又は改

善目標

情報提供は実施している　移行支援会議

にも参加している

スタッフにも積極的に他事業所や保育園

幼稚園と情報共有するように指導を行う

参加者は利用者の担当者がなるべく参加

できるように調整を行っている



評価者

チェック項目

25
児童発達支援センターや発達障害者支援セ

ンター等の専門機関と連携し、助言や研修

を受けているか

2 2 1 2 2 2 3 1 1 1 1 2 4

・療育センターでの研修は受けたことがあるが、重

心さんにどのように適応させたらよいかが難しく感

じていて、実践できている実感はない

・具体的には関わっていないのではと思う。研修は

定期的に行っている

・その機会をまだ十分経験できていない

・日程が合わずに受ける事が出来ない事がおおい

が、zoomで参加したり社内で専門機関の講師によ

る研修も行われている。

・社内研修では専門機関の講師による研修を受ける

機会があり、助言を聞く事が出来ている。他の児童

発達支援センターとの連携については出来ていな

い。

・研修の都合が合わずになかなか参加できないの

で、zoomの研修などを探して参加する。

・いーはとーぶは研修があっているが、AQUAは全

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障

害のない子供と活動する機会があるか
3 2 1 2 3 4 3 1 2 2 2 3 2

・コロナ禍により、機会を持てていない

・コロナもあり出来ていない現状がある。今後は、

取り組んでいきたい

・コロナ流行中であり難しい。

・コロナの為、他の児童との関りがほとんどできて

いないと思う。

・コロナ禍であり難しいと思われる

・こども園の園庭開放等少しずつ交流が出来始めて

いるが、コロナ流行に伴いまだ十分ではない。

・コロナになり、交流の機会は激減している。よう

やく交流できる保育園が見つかっているので今後の

交流に期待している。

・現在、普通保育園との交流を進めている。

・コロナ感染症予防の為、現在は活動が難しい

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加

しているか
3 1 1 2 1 4 1 1 4 4 1 4 4

・関わったことがない

・コロナ禍であり難しいと思われる

・夏休み等長期休業中に行われる事があり、現場が

忙しく参加できない事が多いが、調整できるときに

はなるべく参加するようにしている。

・放課後の時間に会議が多いため、参加できない状

況があるが、調整出来る時は参加する。

・参加したことがたいので分からない

・参加しているかどうかわからない

28
日頃から利用者の状況を保護者と伝え合

い、利用者の発達の状況や課題について共

通理解を持っているか

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保

護者に対してペアレント･トレーニング等

の支援を行っているか

1 1 1 2 1 1 1 1 4 2 2 4 1

・保護者への指導やアドバイスなど、もう少し質の

良いものをアドバイスできるようにしていきたいと

思う。

・保護者への指導等は行ったことがない

・ペアレントトレーニング等の研修会を開催する事

は行っていないが、個別支援会議や日頃の様子をお

伝えする場で、成長が感じられた出来事やそれに至

るまでの関りや声掛け等を伝える事がある。

・スタッフのペアレントトレーニングに関する知識

や技術に差があり、十分な支援が出来ているとは言

えない

・ペアレントトレーニングをしているところを見た
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協議会へは参加しており、スタッフへ周

知を行なった　参加後に内容をスタッフ

に周知する

 

重心の利用者向けの研修はあまりなく、

療育センターの研修には参加している

が、なかなか活かせていなかった  現在

は発達障害の利用者もありAQUAでも

研修が受けられるように準備、依頼して

いる

改善すべき点を踏まえた改善内容又は改

善目標

スタッフにより、ペアレントトレーニン

グに差はあるが、適宜支援は行ってい

る。



30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ

いて丁寧な説明を行っている
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ必要な助言と支援を行ってい

るか

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1

・適切に助言や支援を出来ているか不安に思うこと

がある

・保護者への指導やアドバイスなど、もう少し質の

良いものをアドバイスできるようにしていきたいと

思う。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等

を開催する等により、保護者同士の連携を

支援しているか

2 2 4 2 2 1 3 1 4 1 4 4 2

・コロナ禍により、機会を提供できていない

・コロナもあり出来ていない現状がある。今後は取

り組んでいきたい。

・コロナ流行中であり難しいと思います。

・勤務し始めてまだ浅いため、父母の会などが行わ

れているか、携わっていないのでわからない。

・関わったことがなく、分からない

・コロナ禍であり難しいと思われる

・コロナの影響もあり、保護者会が開催できなかっ

たり、オンラインでの開催となり、連携の機会を作

る事ができない状況である。

・コロナになり対面での保護者会の実施は出来てい

ない。父母同士が交流できる機会を持つことが出来

ればよいと思う。

・感染症予防のために、SNSや会報を使用して保護

者会を実施しているが、保護者同士の連携の支援は

難しい状況である。

適

切

な

支

援

の

提

供

集まっての保護者会はコロナ禍で出来て

いないが、会報などで事業所の現状等は

報告を行っている

適宜対応し、スタッフ間で話し合って助

言するようにしている



評価者

チェック項目

33

利用者や保護者からの苦情について、対応

の体制を整備するとともに、利用者や保護

者に 周知し、苦情があった場合に迅速かつ

適切に対応しているか

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 ・その機会をまだ経験していない

34

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事

予定、連絡体制等の情報を利用者や保護 者

に対して発信しているか

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

35 個人情報に十分注意しているか 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

・ラインで利用者情報を共有しているので、他のセ

キュリティが強化された良いツールがあれば望まし

い。さかのぼって探さなければならないことも多

く、利用者ごとのページがあるような良いツールが

あれば情報共有もおこないやすいと感じる

・ファックスでの個人情報の漏洩があったりするの

で万全ではない

36
利用者や保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮をしているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域

に開かれた事業運営を図っているか
3 2 1 2 1 4 4 1 4 1 2 1 4

・コロナ禍により、機会を持てていない

・関わっていない部分もあり、今後は気を付けて見

ていきたい。

・コロナ感染流行中であり、地域の住民の方を招待

することは難しいと思います。

・行われているのを見たことがない

・そのような機会はまだ経験していない

・コロナの影響もあり、なかなか実施出来ていない

状況である。

・感染予防のために自粛している

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルを策定し、職員や保

護 者に周知しているか

2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4

・契約の際に保護者様へは説明を実施してもらって

いるが、その後改定されることもあるため、毎年周

知した方がより浸透するのではないかと思う

・周知方法について理解できていないため、これか

らきちんと理解して評価したい

・契約の際に説明は行っているが、詳しい内容の主

知には至っておらず改善が必要。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出その他必要な訓練を行っているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 ・そのような機会はまだ経験していない

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確

保する等、適切な対応をしているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

田
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ラインでの情報は個人でも漏洩に注意す

るように周知している

迅速、かつ適切に対応している

改善すべき点を踏まえた改善内容又は改

善目標

災害時の訓練は年2回の訓練以外に独自

にも行っている

スタッフへはマニュアルの周知を行なっ

た　保護者へも希望があれば閲覧できる

ように準備している

コロナが落ち着けば行いたい



評価者

チェック項目

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行

うかについて、組織的に決定し、利用者や

保護者に事前に十分に説明し了解を得た上

で、 個別支援計画に記載しているか

1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1

・身体拘束をしている状況が勤務しているときにな

く、その状況に携わっていないので、身体拘束を行

う前にどのような説明がおこなわれているのか分か

らない。

・見守りで対応できている例が多く身体拘束まで必

要になる状況までになっていない。再度見直してい

く必要はある。

42
食物アレルギーのある子どもについて、医

師の指示書に基づく対応がされているか
1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

・医師の指示書はないがアレルギーの子どもが誤っ

てアレルゲンを食べてしまわないよう周知はできて

いる。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で

共有しているか
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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改善すべき点を踏まえた改善内容股は改

善目標

現在AQUAでは身体拘束は実施してお

らず、今後必要があれば行う　身体拘束

の研修を受講して知識を得る


